
森林バイオマスの活用と市民参加によるたたらの里山づくり

このフォーラムは「建設業の連携によるフロンティア事業」の助成を受けています。
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バイオマスフォーラム
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後援／国土交通省中国地方整備局、島根県
協賛／㈱田部、大原森林組合、飯石森林組合、山陰丸和林業㈱
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森林バイオマスの活用と市民参加によるたたらの里山づくり

うんなん森林
バイオマスフォーラム

雲南市加茂文化ホール

ラメール［大ホール］

スケジュール

〒699-1622　雲南市加茂町宇治303
TEL 0854-49-8500　FAX 0854-49-6200

U n n a n  F o r e s t  B i o m a s s  F o r u m

　雲南市では、市内に豊富にある森林資源をエネルギーに活用していきます。
森林整備で発生する林地残材をチップ燃料に加工し、公共施設を置いたチップ
ボイラーで熱を供給するシステムを立ち上げていきます。林地残材の収集・運
搬には市民の皆さんの参加を求め、たたら製鉄が盛んだった頃の里山を再生し
ていきます。このプロジェクトについて、市民の皆さんと一緒に考えていきた
いと思います。
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主催者あいさつ　雲南市長

雲南市が進める森林資源活用の取組について

①うんなん森林バイオマス活用システムについて

②たたらの里山再生プロジェクトについて

基調講演

「木の駅プロジェクトで山を活かす」
講師　丹羽健司氏（鳥取大学地域学部）

休憩

パネルディスカッション

「うんなんの森林をみんなで活かそう」
コーディネーター　伊藤勝久氏（島根大学生物資源科学部教授）

パネリスト　　　　丹羽健司氏（鳥取大学地域学部）

　　　　　　　　立石　幸氏（飯石森林組合代表理事組合長）

　　　　　　　　森下勝義氏（森林バイオマスエネルギー供給事業連携体）

　　　　　　　　福島光浩氏（市民代表）

　　　　　　　　速水雄一氏（雲南市長）

閉会挨拶

閉会

丹羽　健司
に わ じけん

1953年奈良県生まれ。信州大学農学部卒業。在
学中から有機農業運動に携わり、卒業後就農。
1980年農林水産省に入省し 2010年３月に退職。
2005年から「森の健康診断」、2009年から「木の
駅プロジェクト」を始めるなど様 な々活動や NPO の
立ち上げに関わってきた。現在、鳥取県はじめ全国
各地で「森の健康診断」や「木の駅プロジェクト」
などによる森林再生の活動を手伝っている。矢作川
水系森林ボランティア協議会代表。2010年４月から
鳥取大学非常勤講師、地域マネージャー。「森の
健康診断」（築地書館：共著）
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